
２級建築士設計製図
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名古屋建築資格学院
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建築士の業務範囲
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※2級
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木造 ( その他右欄以外の構造 )

１級

１級

１級　：一級建築士  

２級　：二級建築士  

木造　：木造建築士  

誰でも：資格必要なし

※２級：用途により、学校、病院、劇場、映画館、観覧場、

　　　　集会場 ( オーディトリアムを有しないものを除く ) 、百貨店は、

　　　　一級建築士でなければ設計・工事管理を行うことができない。

建築士法  第１章  総則

ＲＣ造・Ｓ造・石造・れん瓦造

ＣＢ造・無筋コンクリート造

 ２級建築士の R C 造の業務範囲は

 ①延べ面積 3 0 0 ㎡以下

 ②高さ 1 3 ｍ以下 、 かつ 、 軒高 9 ｍ以下
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設計製図問題用紙　モノクロ印刷Ａ ２判

２

作図用紙　 カラー印刷Ａ ２判

本試験の作図用紙には敷地が印刷されています 。
また、立面図、断面図のG L ラインも印刷されています 。

受験番号 氏  名
この問題用紙については、試験終了まで試験室に在室

した者に限り、持ち帰りを認めます ( 中途退出者につ

いては、持ち帰りを禁止します ) 。

試験場
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名古屋建築資格学院
Nagoya Architecture Designer Qualification Academy

１階平面図兼配置図 ２階平面図 ３階平面図

１階床面積

建築面積

面積表  

大梁

柱

主要構造部材表  

小梁

スラブ

計画の要点等

断面図立面図 部分詳細図（断面）

  (1／100)

特　  記  　事　  項

ア．

イ．

ウ．
エ．

オ．
カ．
キ．

ク．
ケ．

敷地境界線と建築物との距離、建築物の主要は寸法を記入
する。
道路から玄関へのアプローチ、屋外スロープ、屋外テラス、
駐車スペース、駐輪スペース、門、塀、植栽等を記入する。
室名を記入する。
下足入れ、台所設備機器(流し台･調理台･コンロ台､冷蔵庫
等)浴槽、洗面台、洗濯機、洋式便器を記入する。
屋外テラスには、テーブル、いす、を記入する。
屋外スロープには、手摺を記入する。
｢通し柱｣を○印で囲み、｢耐力壁｣に△印を付ける。
(注)｢耐力壁｣とは､筋かい等を設けた構造上有効な壁をいう
　　(以下同じ)。
矩計図の切断位置を記入する。
各要求室の床高、玄関ポーチ及び屋外テラスの地盤面から
の高さ、屋外スロープの勾配、長さ、幅員、踊り場(ある
場合)の地盤面からの高さを記入する。

  (1／100)

  (1／100)

  (1／20)

ア．建築面積、床面積及び延べ面積を記入する。
イ．建築面積及び床面積については、計算式も記入する。
ウ．数値は、小数点以下第2位までとし、第3位以下は切り捨
　　てる。

道路

宅地

イ．その他必要に応じて用いた表示記号は、凡例欄に明記する。
ウ．建築物の主要な寸法を記入する。

ア．主要部材（通し柱、１階及び2階の管柱、胴差、２階床梁、
　　桁、小屋梁、火打梁、棟木、母屋、小屋束)については、凡
　　例の表示記号にしたがって記入し、断面寸法(小屋束を除く)
　　を凡例欄に記入する。ただし、主要部材のうち、平角材又は
　　丸太材としたものについては、その断面寸法を図面上に記入
　　する。なお、根太及び垂木については、記入しなくてよい。

室　　名設置階

ア.洋室13㎡以上とし、その他に収納を設ける。

イ.居間に隣接し、直接行き来できるようにする。

ウ.日当たりに配慮する。

ア.下足入れを設ける。

イ.兄･弟両世帯がこの玄関を共用して使用する。

ア.洋室19㎡以上とする。

イ.家族全員がくつろげる空間とする。

ア.洋室13㎡以上とし、１室にまとめる。

イ.兄世帯のみ使用する。

１
　
階

共
用

兄
世
帯
部
分

・4㎡以上とする。

・広さは、心々1,200mm×1,500mm以上とする。

ア.4㎡以上とする。

イ.浴槽へ安全に移るための手すりを設ける。

・広さは適宜とする。

ア.洋室29㎡以上とし、１室にまとめる。

イ.パソコンコーナーを設ける。

・3㎡以上とする。

・洋室16㎡以上とし、その他に収納を設ける。

・洋室9㎡以上とし、その他に収納を設ける。

・洋室9㎡以上とし、その他に収納を設ける。

・3㎡以上とする。

２
　
階

弟
世
帯
部
分

・3㎡以上とする。

・洋室13㎡以上とし、その他に収納を設ける。

ア.勾配は  以下、有効幅員は1,200ｍｍ以上とし、踊り

　 場を設ける場合は、踏幅1,500ｍｍ以上とする。

イ.安全に配慮し、手摺を設ける。

・１台分を設ける

・自転車２台分を設ける。

ア.16㎡以上とし、兄世帯部分の居間と直接行き来できる

　 ようにする。

イ.テーブル(いす４席)を設ける。

・コーナーでもよい。

(注1)１階の廊下の幅は、心々1,200mm以上とする。

(注2)１階の要求室の出入口は全て引き戸又は引違い戸とする。

玄 関 ホ ー ル

祖 母 室

居 間

食事室・台所

夫 婦 室

洗 面 脱 衣 室

浴 室

便 所

納 戸

夫 婦 寝 室

子供室 ( 2 )

子供室 ( 1 )

居間・食事室・台所

浴 室

洗 面 脱 衣 室

便 所

洗 面 所

屋外スロープ

屋 外 テ ラ ス

駐車スペース

駐輪スペース

名 称 特　記　事　項

  (1／100)

面 積 表

矩 　 計 　 図

立 　 面 　 図

２ 階 平 面 図

１ 階 平 面 図

　 　 兼 　 　

配 　 置 　 図

要 求 図 面
（　）内は縮尺

２ 階 床 伏 図

　 兼 　

１階小屋伏図

特　記　事　項

隣

地

隣

地

隣地

敷地
（314.50㎡）

２．要求図面１．設計条件

試験概要

エスキス欄
（モノクロ方眼）
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「地域住民が交流できるカフェを併設する二世帯住宅」 [ 鉄筋コンクリート造３階建 ]

ａ．下表により、答案用紙の定められた枠内に記入する。(寸法線は、枠外

　　にはみ出して記入してもよい)。

ｂ．図面は黒鉛筆仕上げとする（定規を用いなくてもよい)。

ｃ．記入寸法の単位は、mmとする。なお、答案用紙の1目盛は、4.55mm

    (矩計図にあっては、10mm)である。

ｄ．シックハウス対策のための機械換気設備等は、記入しなくてよいもの

    とする。

（４）家族構成

　兄弟の二世帯とその母である高齢者の祖母とが暮らす専用住宅を計画する。

計画に当たっては、次の①～⑥に特に留意する。

①

②

１階部分における、「所要室の配置」及び「動線」並びに「廊下の幅」及び

「浴室廻り･便所のスペース」については、高齢者の母の利用に配慮した計画

とする。

（２）構造及び階数

（３）延べ面積

（１）敷地
ア．形状、道路との関係、方位等は、下図のとおりである。

イ．第一種中高層住居専用地域内にあり、防火・準防火地域の指定はない。

ウ．建ぺい率の限度は60%、容積率の限度は200%である。

エ．地形は平たんで、道路及び隣地との高低差はなく、地盤は良好である。

オ．電気、都市ガス、上水道及び公共下水道は完備している。

必ず「190㎡以上、230㎡以下」とする。

(ピロティ、玄関ポーチ、駐車スペース、駐輪スペース等は床面積に算入しない。)

③

玄関は１箇所とし家族全員が使用する。また、兄世帯を１階、弟世帯を２階

に配置しプライバシーを確保する。

④

⑤

⑥建築物の耐震性を確保する。

母のための祖母室は兄世帯に含むものとし、居間と直接行き来できるようにする。

ア．建築物の主要な寸法を記入する。
イ．室名を記入する。
ウ．台所設備機器(流し台･調理台･コンロ台､冷蔵庫等)、浴槽、
　　洗濯機、洗面台、洋式便器を記入する。
エ．｢通し柱｣を○印で囲み、｢耐力壁｣に△印を付ける。
オ．１階の屋根伏図(平屋部分がある場合)も記入する。
カ．矩計図の切断位置を記入する。

・南側立面図とする。

ア．切断位置は、１階・２階それぞれの外壁の開口部を含む部
　　分とする。
イ．作図の範囲は、柱心から1,000mm以上とする。
ウ．矩計図として支障のない程度であれば、水平方向及び垂直
　　方向の作図上の省略は、行ってもよいものとする。　　
エ．主要部の寸法等(床高、天井高、階高、軒高、軒の出、開
　　口部の内法、屋根の勾配)を記入する。
オ．主要部材(基礎、土台、大引、1階根太、胴差、２階床梁、
　　２階根太、桁、小屋梁、母屋、垂木)の名称・断面寸法を
　　記入する。
カ．床下換気口(又は、これに代わるもの)の位置・名称を記入
　　する。
キ．アンカーボルト、羽子板ボルト等の名称・寸法を記入する。
ク．屋根(小屋裏が外気に通じている場合は、屋根の直下の天
　　井)、外壁、１階床、その他必要と思われる部分の断熱・　
　　防湿措置を記入する。
ケ．室名及び内外の主要な部位(屋根、外壁、床、内壁、天井)
　　の仕上材料名を記入する。

ア．兄世帯:祖母(70歳代)、兄夫婦(40歳代)、

イ．弟世帯:夫婦(40歳代)、子供(女子中学生、女子小学生)

下表のすべての室は、必ず指定された設置階に計画する。

（５）要求室

屋外に下表のものを計画する。

1
15

（６）屋外スロープ、屋外テラス、駐車スペース及び駐輪スペース

道路からのアプローチは、玄関ポーチへの屋外スロープを計画し母に配慮する。

祖母室は日当たりに配慮した計画とする。

敷地図(縮尺:1/400)

RC造3階建とする。



３

③自分の得意な図面を持つと作図も余裕が持てミスも少なくなる 。
最終チェ ックでし っかり
ミスを訂正し得点できる

①練習当初の目標タイム

R C造の年は受験生ほとんどが作図完了できます 。作図スピー ドは必ずマスター
してチェ ック訂正でミスをな くすのがポイン ト です 。

②もし本試験でエスキス･１階平面図で計20分オーバーしたら

チ ェ ッ ク訂正が出来ない！
構造部材表の時間がない

チェ ック訂正の
時間が大切！

1 5分では足りない

講座内で練習していきますが、
立面図10分というのは、一番時間を短縮しやすいところです 。

まず第一に自分がどの図面を何分で書けるか
ご自身のスピー ド を測って理解して ください！

名古屋建築資格学院
Nagoya Architecture Designer Qualification Academy

0

0

エスキス
60 分
1階平面図

30 分60 分 30 分

0 3 h 5 h

面積表

計画の要点
25 分

1 h 2 h 4 h

1 h 3 h2 h 4 h

1 h 3 h2 h 4 h

5 h

5 h

断面図
30 分

立面図
20 分

2階平面図 3階平面図 訂正
チェック

15 分
5分

残り
0 分

5分
面積表
25 分
計画の要点

30 分
2階平面図

30 分
断面図
30 分

3階平面図1階平面図
70 分

立面図
20 分

20 分
部分詳細図

エスキス

5分
面積表

計画の要点
25 分

50 分
2階平面図
30 分60 分

1階平面図 3階平面図
10分

断面図
30 分 30 分

20 分
部分詳細図

立面図 部分詳細図
20 分

チェック訂正
35 分

構造部材表5分

構造部材表5分

エスキス
70 分

試験時間　５時間
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基礎

Ｒ階小梁

１階柱

２階柱

３階柱

２
階
大
梁

３
階
大
梁

Ｒ
階
大
梁

Ｃ１

Ｄ１０＠１００

１２-Ｄ２２

Ｄ１０＠１００

１４-Ｄ２２

主筋

帯筋

主筋

帯筋

符号

Ｄ１０＠１００

１４-Ｄ２２

１階

主筋

帯筋

２階

３階

符号 厚さ 位置

Ｓ１ ２００

( ㎜ ) 中央端部

主筋

Ｄ１３ ＠２００

Ｄ１３ ＠２００

Ｄ１３ ＠２００

Ｄ１３ ＠２００

中央端部

Ｄ１３ ＠２００

Ｄ１３ ＠２００

Ｄ１３ ＠２００

Ｄ１３ ＠２００

配力筋

上端筋

下端筋

柱リスト  c o l u m n

端部 中央

Ｂ１

４-Ｄ１９

４-Ｄ１９４-Ｄ１９

２-Ｄ１９

Ｄ１０＠２００

４-Ｄ１９

４-Ｄ１９４-Ｄ１９

２-Ｄ１９

Ｄ１０＠２００

４-Ｄ１９

４-Ｄ１９４-Ｄ１９

２-Ｄ１９

Ｄ１０＠２００

符号

位置

Ｒ階

あばら筋

下端筋

上端筋

上端筋

下端筋

あばら筋

上端筋

下端筋

あばら筋

中央端部

Ｇ１

３-Ｄ２２

５-Ｄ２２

Ｄ１０＠１５０

５-Ｄ２２

４-Ｄ２２

４-Ｄ２２ ３-Ｄ２２

３-Ｄ２２ ５-Ｄ２２

Ｄ１０＠１５０

４-Ｄ２２ ３-Ｄ２２

３-Ｄ２２ ５-Ｄ２２

Ｄ１０＠１５０

大梁リスト  g i r d e r

符号

位置

Ｒ階

あばら筋

下端筋

上端筋

上端筋

下端筋

あばら筋

上端筋

下端筋

あばら筋

３階 ３階

２階 ２階

地中梁

ラーメン構造

基礎＞柱＞大梁＞小梁＞スラブ・壁

符号 厚さ
( ㎜ )

壁配筋

よこ筋たて筋

壁リスト  w a l l

１５０Ｗ１５ Ｄ１０ ＠２００ ダブルチドリＤ１０ ＠２００ ダブルチドリ

Ｗ２０ ２００ Ｄ１０ ＠２００ ダブル Ｄ１０ ＠２００ ダブル

小梁リスト  b e a m

スラブリスト  s l a b

※大梁で囲まれたスラブが 5 0 ㎡以下となる
　ように設計する。

※小梁は 2 5 ㎡以下となるように短辺方向に入れる。



５

５m

ＲＦ    0㎡

4m
6m

6m

１Ｆ  108㎡

２Ｆ  108㎡

３Ｆ  108㎡

延べ面積  3 2 4 ㎡

１ フ ロア

吹抜け ピ ロ テ ィ３階ルー フバルコ ニー
　 ( ルー フ ガーデン )

２階ルー フバルコ ニー
　 ( ルー フ ガーデン )
　 注意が必要

２階ルー フバルコニー
  ( ルー フ ガーデン ) １階プラスする ２階プラスする

8m5m
5m

5m

１Ｆ120㎡

３Ｆ  80㎡

２Ｆ　80㎡

ＲＦ   0㎡

延べ面積  2 8 0 ㎡

参考

5
m

9
m

6m 6m

12m

4
m

名古屋建築資格学院
Nagoya Architecture Designer Qualification Academy

外気に有効に開放されている部分の高さが、1 . 1m以上であり、
かつ、天井の高さの二分の一以上である廊下 ･ バルコニーにつ
いては、幅2mまでの部分を床面積に算入しない。

例

2 4㎡ 2 4㎡

3 0㎡ 3 0㎡

床面積  9 m× 1 2 m＝ 1 0 8 ㎡

1 0 8 ㎡× 3 階建＝ 3 2 4 ㎡

2 4 ㎡マ イ ナスする方法を考える

 試験では 、 例 ： 「 延べ面積は２ ７ ０㎡以上 、 ３ ０ ０㎡以下 」 と する 。
のよ うに出題されるので面積を マ イ ナスにする工夫が必要 。

吹抜けは 、 住宅部分と貸店舗部分が上下階で繋がらないよ うに注意
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スパン割

2 5㎡

2 5㎡ 2 5㎡

2 5㎡ 2 5㎡

2 5㎡ 3 0㎡

3 0㎡

3 0㎡

3 0㎡3 0㎡

3 0㎡

床面積    
2 5㎡×4スパン＝1 0 0㎡
延べ面積  
1 0 0㎡×3階建＝3 0 0㎡

床面積    
3 0㎡×4スパン＝1 2 0㎡
延べ面積  
1 2 0㎡×3階建＝3 6 0㎡

床面積    
2 5㎡×2スパン
+ 3 0㎡×2スパン＝1 1 0㎡
延べ面積  
1 1 0㎡×3階建＝3 3 0㎡

3 5㎡

3 5㎡

3 0㎡

3 0㎡

床面積    
3 0㎡×2スパン
+ 3 5㎡×2スパン＝1 3 0㎡
延べ面積  
1 3 0㎡×3階建＝3 9 0㎡

2 0㎡ 2 0㎡ 2 0㎡ 2 4㎡ 2 4㎡2 4㎡

3 0㎡ 3 0㎡ 3 0㎡ 3 6㎡ 3 6㎡ 3 6㎡

床面積    
2 4㎡×2スパン
+ 3 6㎡×2スパン＝1 2 0㎡
延べ面積  
1 2 0㎡×3階建＝3 6 0㎡

床面積    
2 0㎡ + 2 4㎡
+ 3 0㎡ + 3 6㎡＝1 1 0㎡
延べ面積  
1 1 0㎡×3階建＝3 3 0㎡

床面積    
2 0㎡×2スパン
+ 3 0㎡×2スパン＝1 0 0㎡
延べ面積  
1 0 0㎡×3階建＝3 0 0㎡

2 8㎡

4 2㎡

2 4㎡

3 6㎡

床面積    
2 4㎡ + 2 8㎡
+ 3 6㎡ + 4 2㎡＝1 3 0㎡
延べ面積  
1 3 0㎡×3階建＝3 9 0㎡

2 5㎡ 2 5㎡

2 0㎡ 2 0㎡

2 5㎡

2 0㎡ 2 4㎡

3 0㎡ 3 0㎡3 0㎡

2 4㎡2 4㎡

床面積    
2 0㎡×2スパン
+ 2 5㎡×2スパン＝9 0㎡
延べ面積  
9 0㎡×3階建＝2 7 0㎡

床面積    
2 0㎡ + 2 4㎡
+ 2 5㎡ + 3 0㎡＝9 9㎡
延べ面積  
9 9㎡×3階建＝2 9 7㎡

床面積    
2 4㎡×2スパン
+ 3 0㎡×2スパン＝1 0 8㎡
延べ面積  
1 0 8㎡×3階建＝3 2 4㎡

3 5㎡

2 8㎡2 4㎡

3 0㎡

床面積    
2 4㎡ + 2 8㎡
+ 3 0㎡ + 3 5㎡＝1 1 7㎡
延べ面積  
1 1 7㎡×3階建＝3 5 1㎡

2 8㎡2 8㎡

2 8㎡2 8㎡

2 4㎡

2 4㎡

2 0㎡

2 0㎡

2 8㎡

2 8㎡

2 4㎡

2 4㎡

2 4㎡

2 4㎡

2 4㎡

2 4㎡

床面積    
2 8㎡×4スパン＝1 1 2㎡
延べ面積  
1 1 2㎡×3階建＝3 3 6㎡

床面積    
2 0㎡×2スパン
+ 2 4㎡×2スパン＝8 8㎡
延べ面積  
8 8㎡×3階建＝2 6 4㎡

床面積    
2 4㎡×4スパン＝9 6㎡
延べ面積  
9 6㎡×3階建＝2 8 8㎡

床面積    
2 4㎡×2スパン
+ 2 8㎡×2スパン＝1 0 4㎡
延べ面積  
1 0 4㎡×3階建＝3 1 2㎡

床面積    
2 0㎡×2スパン
+ 2 4㎡×2スパン＝8 8㎡
延べ面積  
8 8㎡×3階建＝2 6 4㎡

4 8㎡4 0㎡

床面積    
3 2㎡×3スパン＝9 6㎡
延べ面積  
9 6㎡×3階建＝2 8 8㎡

3 2㎡ 3 2㎡ 3 2㎡ 3 2㎡ 4 0㎡ 4 0㎡4 0㎡3 2㎡ 3 2㎡

床面積    
3 2㎡×2スパン
+ 4 0㎡×1スパン＝1 0 4㎡
延べ面積  
1 0 4㎡×3階建＝3 1 2㎡

床面積    
4 0㎡×2スパン
+ 3 2㎡×1スパン＝1 1 2㎡
延べ面積  
1 1 2㎡×3階建＝3 3 6㎡
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6
.3

m

1 , 040

3 . 6m

GL+9m
GL+7.5m

高さ制限 法5 5条、5 6条

近隣商業

準 工 業

最上階の

除外限度

商　　業
工　　業
工業専用

高さの限度

隣地斜線 20ｍ+1.25 L 31ｍ+2.5 L

5mまで

12mまで

12mまで

除外ナシ

制限ナシ
10m

または
12m

5ｍ+1.25 L’ 10ｍ+1.25 L’

1.5A かつ一定範囲

( 注 )  A  ：前面道路の反対側境界線までの水平距離

　　   L  ：隣地境界線までの水平距離

　　   L ' ：前面道路の反対側境界線または隣地境界線までの真北方向の水平距離

　　　　※屋上階とは、水平投影面積が建築面積の1 / 8以下の屋上機械室などとする

北側斜線

1.25A かつ一定範囲

第１種低層

第２種低層

道路斜線

第１種住居
第２種住居
準　住　居

第１種中高層

第２種中高層

※用途地域の指定のない
場合1 . 2 5か1 . 5か
を特定行政庁が定める。

1.0

1.25

第１種低層

第２種低層

北側斜線

1.0

1.25

第１種中高層

第２種中高層

北側斜線

道路

1.0

1.5

前
面
道
路
の

反
対
側
の
境
界
線

道路斜線

前
面
道
路
の

反
対
側
の
境
界
線

2 0ｍ1.0

1.5

道路斜線

1.0

1.25

道路

前
面
道
路
の

反
対
側
の
境
界
線

道路斜線

前
面
道
路
の

反
対
側
の
境
界
線

2 0ｍ1.25

1.0

道路斜線

法別表第三(は)欄

の適用距離
法別表第三(は)欄

の適用距離

第１種・第２種低層
第１種・第２種中高層
第１種・第２種住居
および準住居

近隣商業地域
および商業地域等

北側斜線 1.0

1.25

北側斜線

第１種中高層

第２種中高層

1.0

1.25

第１種低層

第２種低層
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課題文の読込みからエスキス完了まで

課題文を読みアンダーライン (黄色 )

課題文にチェックのアンダーライン (緑色 )

各フロアの面積算定

建物計画範囲の確認

ゾーニング

面積確認

エスキス
サンスケかテンプレートの目盛を使い1/200で作成する。

まず、敷地を書き、先ほど決めた建物の外形をあてはめ

る。1階・2階・3階はタテにならべて書くと階段・ＥＶの

位置関係を間違わずに行える。

黄色いマーカー部分のみ読み進めていく。(黄色のアンダー

ライン部分は無視して読み飛ばしてください)。直接行き来

付属・一体的に利用など関連付けに注意しながら行います。

道路がどちらについているか、駐車スペースは何用が何台

かなども落とし込み、何ｍ×何ｍのスペースがとれるかを

想定します。

各フロアの面積を概算で計算します。

一番大きなフロア×1.2倍を目安として

建物規模を考えます。

設計条件の  例「２７０㎡以上、３００㎡以下」の

範囲内に納まっているか？

また、３階建て竪穴区画の例外規定を適用するため

住宅部分の1階～3階までの合計延べ床面積が200㎡

以下であるか、必ず確認する。
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